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＜JPTM#１～３までの成果＞
(1)APRSAF-12(2005年12月）での報告ならびに勧告に基づき、SAプロジェクトを開始。
バンコクにアジア分室を開設し、JPTメンバーを対象にヘルプデスク業務、ユーザ
要求調査を開始した。

(2)SAのSTEP-1システムの整備を進め、運用を2006年10月から開始し、Webサイトから
災害情報提供のユーザサービスを開始した。

(3)「だいち」の災害緊急観測に対応するための研修、衛星画像利用のための研修
（アジア工科大学（AIT)で実施）を提案し、実施することが合意された。
またＪＰＴメンバーに加えアジア防災センター(ADRC)のメンバー国(25カ国25機関）
も、「だいち」の緊急観測要求が出来ることとした。

(4)インド宇宙機関(ISRO)及びタイ宇宙機関(GISTDA)がSAシステムにデータを提供する
ことを約束。また運輸多目的衛星（MTSAT）の画像データを気象庁から提供を受ける
ことになった。

(5)森林火災と洪水のワーキンググループが、関係プロジェクトとの連携を拡大して、
提供データ（ホットスポット、洪水情報）をWebで公開を開始。

これまでの経緯等これまでの経緯等

陸域観測技術衛星（ALOS）「だいち」をはじめとする地球観測衛星等を利用し
たアジア域における災害危機管理情報システムの構築に向けた取組みとして、
アジア諸国と連携して、センチネルアジア（ＳＡ）プロジェクトを推進。共同プロ
ジェクトチーム会合(JPTM)をこれまで３回実施した。
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情報共有情報共有
プラットフォームプラットフォーム データデータ

デジタル・アジア
防災活動

災害警報災害警報

避難指示避難指示

救助救助

防災機関防災機関

JAXA, アジア工科大学
慶応大学

観測システム観測システム
能力養成能力養成

被被 災災 地地 住住 民民

アーカイブデータアーカイブデータ
観測データ観測データ

センチネル・アジアの全体フローセンチネル・アジアの全体フロー

JAXA, アジア工科大学
アジア防災センター

だいち（ALOS）,
MODIS受信局

宇宙機関宇宙機関 防災機関防災機関
能力養成能力養成

緊急観測データ
アーカイブデータ

だいち（ALOS）
MODIS等

JAXA
アジア防災センター

JAXA
慶應大学

救援活動
警報発出
避難指示
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センチネル・アジアの枠組み

Sentinel AsiaSentinel Asia

APRSAF1)

宇宙コミュニティー

地球観測衛星画像

データ提供

利用促進

能力養成

Web-GIS
統合データ管理

情報共有プラットフォーム

データ提供

Digital Asia

デジタル・アース / Web-GIS
コミュニティー

地図データ
社会・経済データ
地球観測衛星画像

ADRC6)
加盟国（25ヶ国）

防災コミュニティー

災害情報

データ提供

利用（ユーザ）

UN/ESCAP2) UN/OOSA3)

ASEAN4) AIT5)

国際コミュニティー

国際協力

共同プロジェクトチーム（JPT）
２０ヶ国５１機関及び8国際機関がメンバー

（2007年９月現在）

1)アジア太平洋地域宇宙機関会議

6)アジア防災センター

2)国連アジア太平洋経済社会委員会
3)国連宇宙局
4)東南アジア諸国連合事務局
5)アジア工科大学院大学

ブータンの２機関が正式加盟
フィリピンの５機関が追加加盟
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JPTM#4会合の概要

（１）開催日・場所
開催日：平成19年9月5日～7日 (３日間）
場所：Dusit Hotel Nikko（フィリピン国・マニラ市）

（２）主催
宇宙航空研究開発機構（JAXA）

（３）共催
国連アジア太平洋経済社会委員会
(UNESCAP：United Nations Economic and Social Commission for Asia and the Pacific) 
フィリピン科学技術省(宇宙技術調整審議会、宇宙技術応用委員会）
（Science and Technology Coordination Council, Committee on Space Technology Applications (STCC-COSTA), 
Department of Science and Technology (DOST)）
フィリピン国家災害調整審議会（民間防衛部）
(Office of Civil Defence (OCD), National Disaster Coordinating Council (NDCC)) 
フィリピン天然資源省（国立地図製作資源情報庁）
(National Mapping and Resourse Information Authority (NAMRIA), Department of Environment and National 
Resourses (DENR)) 

（４）参加者
アジア・太平洋諸国から17ヶ国（前回14ヶ国）45機関（前回34機関)、及び6(前回6）国際
機関から計84名（前回同数）が参加した。 JAXAからは小澤執行役、バンコク駐在所長
らが出席し、また文部科学省宇宙開発推進室からも出席があった。
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JPTM#4で確認された主な成果と今後の方針

成果その1：STEP-1（2006～）の運用結果

(1)プロトタイプ・システムとして災害情報の提供・共有に十分利用価値が高いことが参加機関の
利用を通して実証された。また実際に災害発生時に１１件の緊急観測要請がJPT参加国から
ADRC経由JAXAに寄せられ、このうち１０件の緊急観測に対応し、画像を提供した。

(2)ワーキンググループの活動成果として、ホットスポット（森林火災）のデータ(MODIS)及び
２４時間積算降雨量のデータ(NASAプロダクト）をＷｅｂサイトで提供を行った。

(3)「だいち」緊急観測の発動訓練を、JPT参加国のうち１０カ国１２人を対象にGISTDAの協力のもと
バンコクで開催し、第１回目の訓練を終了した。

(4)インド衛星（IRS)、タイ衛星（THEOS)も「だいち」と同様の緊急観測対応ができる準備を進めている。
その前段階としてインドはAWIFS（50m分解能マルチバンドセンサ）、タイはLANDSAT（30m）の
アジアのベースマップの提供準備を始めている。

(5)新規訓練プログラム（1ヶ国につき9週間に亘るリモートセンシングデータの災害利用研修）を
１０カ国（１０テーマ）でＡＩＴで実施する選考が終了し、今月（９月）から順次開始する。

(6)気象庁との連携により、MTSATの画像データをSAのWebサイトに公開を開始した。またWebサイト
の機能もよりユーザフレンドリーになるよう改良を進めた。
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JPTM#4で確認された主な成果と今後の方針

成果その２：STEP-2（2008～）の整備方針の合意

(1)MEXTからセンチネルの利用拡大へ向けたビジョンの必要性、JAXAより
STEP-2のシステム整備の進め方について説明し、STEP-1での経験やユー
ザ要求（インターネットなど通信環境の悪いユーザに対するコンテンツ
の工夫、 WINDS利用などによる画像情報配信機能の改善、災害情報の付
加価値サービス、システムのセキュリテイ強化やロバスト性の向上な
ど）を反映して整備を進めることで、APRSAF-14に提案することで合意
された。
(２)関連する災害イニシアチブ（国際災害チャーターなど）との連携・相乗効果の
創出などを検討すること。また、ユーザ利用の拡大を図るために、ＳＡのＷｅｂ
サイトとＪＰＴ参加機関のＷｅｂサイトをリンクすることが合意された。

APRSAF-14に向けての準備

(1)STEP-1の開発運用成果の報告を行う。
(2)STEP-2整備方針と活動計画、JPTメンバーシップの見直し、JPTに新WG
（情報通信技術,ユーザI/F)を設置することなどの提案・調整を行う。



8衛星利用推進センター 防災利用システム室

宇宙航空研究開発機構
Japan Aerospace Exploration Agency

情報共有プラットフォーム （デジタル・アジア(注1)）上

に構築）

センチネル・アジア Web Site

森林火災対応部分

洪水対応部分

運 用 センチネル・アジアWeb Site

災害対応観測

2006 2007
2月

JPT発足

10月
公開

ALOSによる災害観測
観測要求受付開始

6月 検証キャンペーン
WG発足

森林火災モニター（MODISによる）

6月
WG発足 降雨情報（ＩＦＮet）の提供

(注１) 文部科学省学術フロンティア事業2004-2008として慶応大学が実施している。 (注2) アジア防災会議
(注3) 地球観測衛星委員会 情報システム・サービス作業部会 (注4) 国連宇宙空間平和利用委員会 (注5) ASEAN科学技術委員会高級実務者会合

ジョイントプロジェクトチーム(JPT)会合など

検討・作成 維持・更新

6月 1２月

第2回 JPT会合 APRSAF-13

３月

第3回 JPT会合

９月

第4回 JPT会合

11月

APRSAF-14

10月
運用

森林火災

洪水

ワーキンググループ(WG)

能力養成

アウトリーチ活動
6月5月3月

ACDR2006(注2)

21st CEOS/WGISS(注3)

10月

公開

既存の枠組での活動

新しい枠組の能力養成

2月

UN/COPUOS

8月
ASEAN COST+3(注5)

49th UN/COPUOS(注4)

別紙 センチネル・アジア プロジェクト スケジュール

公開

次期ステップの検討

ＪＰＴへ報告 ＡＰＲＳＡＦへ報告
チーム発足

6月

ISDR
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